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鎌田委員長

石川さんから訴え

島崎議長　　湊副議長

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国鉄労働組合東京地方本部 第６６回定期地方大会 執行委員長あいさつ 

 
はじめに、組織強化・拡大の取り組みについてです。 

今日まで、各級機関・組合員の粘り強い行動、実践の積み重ねにより、昨年の大会以降、９名の国

労加入・復帰が報告されています。共に働く仲間の声を大切にし、職場改善活動の積み上げ等を通じ

て、信頼関係をつくり上げるなど、全ての取り組みが着実に拡大へ結びついたことは明らかです。 

組織強化・拡大こそが組織の命運をかけた闘いであり、運動の原動力であるだけに、全機関で意思

統一を深め合い、取り組みの強化が必要不可欠です。とりわけ、劣悪な職場環境で働いているグリー

ンスタッフ・プロパー社員の労働条件改善、雇い止め問題をはじめとした差別是正の闘いを展開し、

関連会社をはじめ働く全ての労働者の組織化に向け、より奮闘することが求められています。  

平成採用の青年たちが国労加入を決断してきている中で、全組合員が組織拡大運動を通じて、次世

代に国労運動を継承・発展させていくことを最大の責務として捉え、共通認識として確認し合うこと

が急務な課題です。そのためにも、将来を見据えた国労組織の在り方や運動の展開などについて、各

級機関・組合員の皆さんと議論や意見交換をより深めていきたいと考えています。 

 

次に、安全・安定輸送の確立と全ての職場における労働条件改善の取り組みについてです。 

ＪＲ各社では、今日まで業務委託の推進、非正規社員の拡大、「機械化・システム化」による効率化

など、あらゆる合理化施策が際限なく押し進められています。相次ぐ信号トラブルや車両・設備故障、

電化柱倒壊事故をはじめ、グループ・関連会社での死亡事故を含む労働災害の発生、慢性的要員不足

による労働条件の劣悪化など、安心して働き続ける環境が奪われ続けています。 

安全・安定輸送の確立は、公共交通としての社会的使命であるだけに、利用者と国民の信頼を一日

も早く回復し、ＪＲの社会的責任の履行やコンプライアンスの確立など事故防止対策をさらに強化し

なければなりません。また、労働組合の任務として「安全が最優先される」企業文化の構築に向けての

取り組みが極めて重要になっています。労働条件向上、教育・技術継承・人材育成を求めていくため

にも、日常的な「安全・仕事総点検運動」を全職場に定着させていきたいと考えています。 

 

次に、今日的な政治反動と平和と民主主義の課題についてです。 

安倍政権は、これまで「積極的平和主義」と称して日米同盟を強化し、特定秘密保護法制定や武器輸

出三原則の撤廃、集団的自衛権行使容認などを次々と強行してきました。今国会で、いわゆる「戦争法

案」の成立を成し遂げようとするなど、「戦争ができる日本」へ向けて突き進んでいることは明白で、

平和国家日本の在り方を根本から変えるものであり、到底容認できるものではありません。 

 また、人災である福島原発事故から４年半が経過しました。事故収束の見通しも立たず、長期にわ

たる避難生活に伴う健康問題、就労や生活などの労苦が、今なお続いているにもかかわらず、川内原

発の再稼働を強行しています。「人類と核は共存できない」という国民の怒りの声を総結集する中で、

原発ゼロの実現と再生可能エネルギーへの早期転換を求めていかなければなりません。 

さらに、社会保障全般にわたる切り下げを強行し、残業代ゼロ法案や解雇金銭解決法案をはじめと

した労働法制改悪を目論むなど、労働者保護法制の根幹を破壊しようとしています。全ての共闘・諸

団体と連携・連帯を図りながら、全ての力を傾注しようではありませんか。私たちに求められている

諸課題は、鮮明になっています。 

今日まで作り上げてきた闘いや、全ての取り組みに自信と確信を深め、諸課題の実現に向け地方本部

がその先頭に立ち、全力を挙げていく決意を申し上げ、執行委員会を代表しての挨拶といたします。 
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オスプレイ
横田配備反対集会
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国
労
東
京
議
員
団
は
地
方
大
会
一
日
目
の
九
月

一
二
日
一
〇
時
か
ら
、
発
明
会
館
に
お
い
て
議
員

団
総
会
を
現
職
議
員
四
名
、
Ｏ
Ｂ
議
員
四
名
の
参

加
で
開
催
し
た
。

　

今
年
は
現
職
全
員
の
選
挙
が
あ
り
、
河
野
達
男

（
新
宿
区
）、青
山
秀
雄
（
昭
島
市
）、石
名
国
光
（
白

河
市
）、
本
池
奈
美
枝
（
柏
市
）
は
当
選
し
た
が
、

高
橋
勝
（
青
梅
市
）
は
惜
敗
し
た
。

　

総
会
で
は
、
高
橋
団
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

東
京
地
本
・
鎌
田
委
員
長
が
、
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
や
、
安
全
問
題
、
政
治
状
況
な
ど
に
つ
い
て

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
か
ら

　

東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
一
二
日
〜
一
三

日
に
第
六
六
回
定
期
地
方
大
会
を
開
催
し
た
。

一
三
時
に
稲
荷
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

大
会
議
長
に
は
島
崎
代
議
員
（
上
野
支
部
）、

副
議
長
に
は
湊
代
議
員
（
神
奈
川
地
区
本
部
）

が
選
出
さ
れ
代
表
し
て
島
崎
議
長
か
ら
就
任

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
執
行
委
員
長
あ
い

さ
つ
で
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
職

場
労
働
条
件
改
善
、
今
日
的
な
政
治
反
動
と

平
和
と
民
主
主
義
の
課
題
に
つ
い
て
あ
い
さ

つ
が
さ
れ
た
。（
別
項
参
照
）

　

大
会
で
は
、
ま
ず
国
労
東
京
顧
問
弁
護
士
の

高
木
先
生
か
ら
、
最
近
の
政
治
情
勢
、
労
働
法

制
の
話
が
さ
れ
た
。
続
い
て
東
京
交
運
労
協
米

田
議
長
を
は
じ
め
、
社
会
民
主
党
・
羽
田
都
連

代
表
な
ど
、
共
闘
の
団
体
や
単
組
、
政
党
な
ど

か
ら
の
多
く
の
来
賓
の
皆
さ
ま
に
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
と
も
に
闘
う
決
意
や
激
励
を
い
た

だ
い
た
。
国
労
東
日
本
本
部
か
ら
は
菊
池
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
国
労
東
京
議
員
団
か

選
挙
の
闘
い

や
、
地
域
で
の

活
動
、
Ｊ
Ｒ
の

安
全
問
題
や
戦

争
法
案
反
対
の

闘
い
な
ど
の
報

告
を
受
け
、
運

動
方
針
を
確
認

し
、
新
た
に
青

山
秀
雄
団
長
を

選
出
し
、
総
会

は
終
了
し
た
。

ら
は
、
前
段
で
行
わ
れ
た
議
員
団
総
会
で
新
た
に

団
長
に
選
出
さ
れ
た
青
山
市
議
（
昭
島
市
）
が
議

員
団
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

　

松
川
書
記
長
か
ら
経
過
な
ら
び
に
運
動
方
針
案

提
案
、
組
織
検
討
委
員
会
報
告
が
さ
れ
、
経
過
に

対
す
る
質
疑
が
新
井
代
議
員
（
八
王
子
）
ほ
か
計

六
名
の
代
議
員
か
ら
さ
れ
、
書
記
長
か
ら
の
答
弁

を
受
け
承
認
さ
れ
た
。
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報

告
を
挟
み
、
運
動
方
針
討
論
に
入
っ
た
が
、
一
日

目
は
本
間
代
議
員
（
神
奈
川
）、宮
下
代
議
員
（
大

井
工
）
の
二
名
の
代
議
員
の
み
行
わ
れ
、
一
七
時

四
〇
分
に
一
日
目
は
休
会
と
な
っ
た
。

　

二
日
目
は
九
時
三
〇
分
に
再
開
さ
れ
、
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
議
運
・
関
代
議
員
（
上
野
支
部
）

か
ら
披
露
さ
れ
た
あ
と
、討
論
の
続
き
に
入
っ
た
。

二
日
目
は
丸
山
代
議
員
（
自
動
車
支
部
）
を
は
じ

め
計
一
八
名
か
ら
発
言
が
あ
り
、
組
織
強
化
拡
大

や
安
全
問
題
、
労
働
条
件
改
善
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ

ッ
フ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
条
件
の

問
題
、
平
和
と
憲
法
の
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
書
記
長
集
約
が
さ

れ
、
二
〇
一
五
年
度
方
針
案
が
確
立
さ
れ
た
。（
発

言
の
内
容
と
書
記
長
集
約
は
次
号
掲
載
予
定
）

　

昼
食
休
憩
に
入
り
、
組
織
拡
大
表
彰
が
行
わ
れ
、

全
体
で
二
八
名
と
い
う
組
織
に
あ
っ
て
拡
大
を
実
現

し
た
自
動
車
支
部
に
贈
ら
れ
た
。
続
い
て
予
算
案
に

つ
い
て
田
中
財
政
部
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
承
認
を
受

け
た
。
ス
ト
権
一
票
投
票
で
は
出
席
代
議
員
三
四
名

全
員
か
ら
の
承
認
で
ス
ト
権
が
確
立
し
た
。
小
澤
選

管
長
か
ら
選
挙
結
果
が
報
告
さ
れ
、
鎌
田
委
員
長
以

下
、
再
選
・
新
任
の
執
行
部
お
よ
び
地
方
委
員
が
報

告
さ
れ
、
新
旧
執
行
部
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

特
別
決
議
と
し
て
「
組
織
強
化
・
拡
大
に
全
力
を

挙
げ
、
職
場
労
働
条
件
改
善
を
勝
ち
取
る
特
別
決
議

（
案
）」
と
「
平
和
と
民
主
主
義
、
国
民
生
活
を
守
り
、

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
特
別
決
議
（
案
）」
の
二
本

と
大
会
宣
言
（
案
）
が
そ
れ
ぞ
れ
読
み
上
げ
ら
れ
、

承
認
を
受
け
、
定
期
大
会
の
全
て
の
議
事
が
終
了
し

た
。
最
後
に
湊
副
議
長
か
ら
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
、
鎌
田
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
全
体
で
三

唱
し
大
会
は
終
了
し
た
。

　

東
京
全
労
協

は
、
今
年
で
結

成
か
ら
二
五
年

を
迎
え
た
。
こ

れ
を
記
念
し
た

交
流
合
宿
を
九

月
五
〜
六
日
に

行
い
、
国
労
東

京
地
本
か
ら
も

参
加
し
、
狭
山

事
件
の
現
地
・

狭
山
市
と
丸
木

美
術
館
（
東
松
山
市
）
を
訪
問
し
た
。

　

狭
山
市
駅
近
く
の
富
士
見
集
会
所
で
交
流
会
を
行

い
、
狭
山
事
件
の
様
々
な
説
明
と
、
本
人
で
あ
る
石

川
さ
ん
か
ら
の
訴
え
が
さ
れ
、
そ
の
後
、
狭
山
市
駅

周
辺
の
事
件
現
場
を
支
援
の
方
の
解
説
付
き
で
歩
い

た
。
そ
の
結
果
、
裁
判
で
使
わ
れ
た
証
拠
・
資
料
に

矛
盾
点
が
多
す
ぎ
、
明
ら
か
に
こ
の
事
件
は
デ
ッ
チ

あ
げ
の
人
権
差
別
の
事
件
で
あ
る
事
を
確
信
で
き
た
。

翌
日
は
原
爆
の
図
で
有
名
な
丸
木
美
術
館

を
訪
問
。
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
た
原
爆
の
図

は
、
ど
れ
も
大
き
く
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
と
、

戦
争
は
民
衆
の
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を
改
め

て
心
に
刻
み
、
交
流
合
宿
は
終
了
し
た
。



〒105-0004　東京都港区新橋5-15-5  交通ビル3F

〒163-0456

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

＜引受保険会社＞

＜募集代理店＞

アフラック　東京第二法人営業部

アベニール株式会社

初めて診断確定されたとき

入院したとき　       　　　　　入院給付金

通院したとき　       　　　　　通院給付金

手術したとき　       　　　　　手術治療給付金

訪問面談サービスと専門医紹介

AF006－2014－0593 11月6日(161106)

（2014 年 10 月 10 日現在）◆ 月 払 保 険 料（ 集 団 取 扱 ）
新 生 き る た め の が ん 保 険 D a y s  A プラン
入 院 給 付 金 日 額 10 , 0 0 0 円 　定額タイプ  解 約 払 戻 金 な しタイプ
保 険 料 払 込 期 間：終 身（ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ）

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に
よって決まります。

10,000 円1 日につき

がんの場合

上皮内新生物の場合

10,000 円1 日につき

20万円1 回につき

20万円1 回につき放射線治療を受けたとき　          放射線治療給付金

※ Aプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

抗がん剤治療を受けたとき
（上皮内新生物は対象外）

治療を受けた月ごと

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新） 契約年齢：０歳～満８5歳
Aプラン　入院給付金日額10,000円の 場合

一時金として　100 万円

一時金として　 10 万円

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

「がん」の保障 《新生きるためのがん保険Days 》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性 3,450円

3,800円

5,400円

5,370円 6,560円 8,050円

8,920円 14,110円

35歳 45歳 55歳 65歳

女性

コールセンター 0120-5555-95

電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822

診断給付金

10万円（給付倍率２倍）

5 万円（給付倍率 1 倍）

（更新後の保険期間を
 含め通算 600 万円まで）

（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）がん専門相談サービス プレミアサポート
東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル

※

9/16 国会包囲行動

小澤組織部長

分散会風景

戦
争
法
案
成
立
を

組
織
拡
大
へ
決
意
固
め
る

　
　
組
織
強
化
・
拡
大
経
験
交
流
集
会

東
京
工
作
レ
ク

許
さ
な
い
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東
京
地
方
本
部
は
、
八
月
三
〇
日
〜
三
一
日
に

箱
根
湯
本
に
お
い
て
第
二
三
回
組
織
強
化
・
拡
大

労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
の
は
じ
め
に
鎌
田
委
員
長
は
「
私
た
ち
は
職

場
で
中
心
軸
と
な
り
、
信
用
・
信
頼
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
労
働
条
件
改
善
を
は
じ
め
、
全
て
の
取
り
組

み
が
組
織
拡
大
に
繋
が
っ
て
き
た
。
こ
の
集
会
を
意

思
統
一
の
場
、
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

東
日
本
本
部
・
宮
﨑
副
委
員
長
か
ら
、
情
勢
報
告

と
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、

続
い
て
、
信
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で
の
加
入
が
続
い

た
長
野
地
本
・
貨
物
長
野
分
会
の
中
山
分
会
長
に
、

遠
路
来
て
い
た
だ
き
、
取
り
組
み
の
報
告
を
受
け
、

「
変
わ
っ
た
事
は
何
も
し
て
い
な
い
。
日
頃
の
運
動

を
継
続
し
て
い
る
。
レ
ク
と
セ
ッ
ト
で
交
流
を
深
め

て
い
る
。
し
か
し
、
見
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
で
は
ダ

メ
。
話
を
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
労
働
者
の
権
利
、

の
よ
う
な
言
い
方
で
は
分
か
ら
な
い
。
私
た
ち
は
職

場
を
良
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
を
、
言
葉
で
伝

　

九
月
一
九
日
未
明
、
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て

安
全
保
障
関
連
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
、
法
案
は

成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
が
可
能
に
な
る
。

　

七
月
一
六
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
た
あ
と
、
参

議
院
の
与
野
党
の
間
で
様
々
な
議
論
が
続
く
中

で
、
政
党
、
労
働
組
合
や
平
和
団
体
に
と
ど
ま
ら

ず
、
法
曹
界
、
学
生
た
ち
が
結
成
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｄ
ｓ
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、
国
会
周
辺
を
は

じ
め
、
全
国
で
安
保
法
案
廃
案
を
訴
え
続
け
て
き

た
。
東
京
地
本
も
、
各
級
機
関
や
組
合
員
と
と
も

に
、
連
日
の
国
会
包
囲
デ
モ
、
日
比
谷
野
音
集
会

へ
と
全
力
で
参
加
し
て
き
た
。

　

法
案
は
、
戦
後
日
本
の
政
策
の
大
転
換
で
あ

り
、
安
倍
政
権

の
暴
挙
を
決
し

て
許
し
て
は
な

ら
な
い
。
法
案

は
成
立
し
た

が
、
法
律
の
実

際
の
運
用
は
こ

れ
か
ら
始
ま

る
。
私
た
ち

は
、
平
和
を
求

め
る
広
範
な
仲

間
と
と
も
に
、

集
団
的
自
衛
権

の
行
使
、
自
衛
隊
の
海
外
展
開
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
全
力
を
あ
げ
て
い
こ
う
！

を
教
え
よ
う
」「
苦
し
ん
で
い
る
所
を
見
逃
さ
な
い

事
」「
若
い
人
は
国
労
の
情
報
を
待
っ
て
い
る
（
掲

示
板
の
活
用
）」「
一
人
拡
大
が
あ
っ
た
事
で
、
分
会

の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
き
た
」「
プ
ロ
パ
ー
社
員
に

話
を
し
た
が
、
一
方
的
に
話
を
し
た
だ
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
、
聞
き
上
手
に
な
る
こ
と
も
必
要
と
思
っ

た
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
か
ら
の
取
り
組
み
の

報
告
が
さ
れ
た
。
全
体
交
流
で
は
、
青
年
部
の
仲
間

か
ら
「
若
い
人
は
損
得
で
動
く
所
が
あ
る
。
国
労
に

入
る
と
得
と
い
う
所
を
見
せ
て
い
け
ば
」「
前
向
き

に
物
事
を
と
ら
え
て
い
こ
う
。
前
向
き
に
状
況
を
考

え
て
い
こ
う
」「
乗
務
先
の
風
呂
が
古
す
ぎ
て
入
り

た
く
な
い
」「
車
掌
が
足
り
ず
、
支
社
の
人
ま
で

借
り
出
し
て
回
し
て
い
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
報

告
が
さ
れ
た
。

　

集
会
の
最
後
に
小
澤
組
織
部
長
か
ら
、「
拡

大
に
向
け
ま
ず
動
き
を
作
ろ
う
。
失
敗
し
た

ら
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
。

成
功
の
反
対
は
失
敗
で
は
な
く
、
何
も
し
な

い
事
。
明
日
も
行
き
た
い
と
思
う
職
場
を
作

ろ
う
。
そ
れ
を
若
い
人
達
は
見
て
く
れ
て
い

る
」
な
ど
の
ま
と
め
が
さ
れ
、
中
嶋
青
年
部

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
組
織
拡
大
へ
の

決
意
を
全
体
で
固
め
、
集
会
は
終
了
し
た
。

え
る
事
が
大
事
。
あ
ら
ゆ
る
職
場

が
委
託
さ
れ
る
。
下
請
け
の
改
善

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の

話
が
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
地
方

本
部
小
澤
組
織
部
長
か
ら
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
、
も
う
一
人
の

自
分
を
作
る
た
め
に
自
信
と
勇
気

を
持
と
う
、
な
ど
の
地
本
か
ら
の

提
起
を
行
い
、
そ
の
後
分
散
会
に

分
か
れ
、
さ
ら
に
討
論
が
さ
れ
た
。

　

翌
日
は
、
分
散
会
報
告
が
さ
れ
、

「
仕
事
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
無
い
事

東
京
工
作
協
議
会
は
、
八
月
二
九
日
に
奥
多
摩
に

於
い
て
『
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』
を
行
っ
た
。

増
田
事
務
長
か
ら
「
天
候
に
は
恵
ま
れ
な
い
中
、

遠
く
奥
多
摩
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
る
。
楽
し
い
こ
と
を
取
り
組
み
な
が
ら
、
職
場

の
労
働
条
件
改
善
・
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

交
流
と
団
結
を
深
め
、
有
意
義
な
時
間
に
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
白
井
常
任
委
員
に
よ

る
乾
杯
が
さ
れ
交
流
と
な
っ
た
。
お
酒
が
身
体
に
完

全
に
浸
み
込
む
前
に
各
支
部
・
分
会
よ
り
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
自
己
紹
介
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大

井
工
場
支
部
の
門
馬
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

に
皆
で
耳
を
傾
け
、
国
鉄
労
働
組
合
歌
を
全
員
で

合
唱
し
、
参
加
者
全
員
の
連
帯
感
を
感
じ
た
。
レ

ク
の
締
め
く
く
り
に
、
高
橋
常
任
委
員
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
、
記
念

撮
影
を
し
て
終
了
し

た
。最

後
に
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
会
場
の
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
の
温
か
い

ご
配
慮
を
い
た
だ
い

た
こ
と
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
鉄
板
焼
き
役

を
担
っ
て
い
た
だ
い

た
組
合
員
に
お
礼
を

申
し
上
げ
る
。

「戦争法案」の強行採決に断固抗議する声明 

 

安倍自公政権は、９月１９日未明に多くの国民が反対している安全保障関連法案につい

て強行採決し法案を可決させた。国労東京地方本部は、日本の将来に大きな汚点を残すこ

の暴挙に強く抗議する。 

安倍自公政権は、本年５月１５日、「国際平和支援法案」など関連１１法案を国会に提

出し、最長となる９５日間もの会期延長を強行した。衆参併せて２００時間以上審議され

たが、議論をすればするほど矛盾が露呈し、政府側の答弁修正や撤回、答弁不能が相次ぎ、

１００回以上も審議が中断した。さらに、多くの憲法学者や内閣法制局長官経験者に加え、

最高裁元長官や判事経験者からも「違憲である」との指摘がなされ、まさに憲法違反の法

案であることが明らかになった。 

「戦争法案」に対する疑問や反対の声は、連日の国会周辺行動となり、８月３０日には

国会周辺に１２万人もの人々が集った。国会審議が進むほど反対の声は大きくなり、政

治には無関心であると言われてきた若者が立ち上がり、闘いの中心になっていった。この

闘いは、全国各地へと広がり、世代や職業、立場を超えて多くの人々が反対を訴えた。

そうした中、民意をないがしろにし、数の力の横暴により強行採決に及んだことは、議

会制民主主義を否定し、民主主義そのものに挑戦するものであり、断じて許すことはでき

ない。 

法案は強行可決されたものの、この「戦争法案」阻止に立ち上がった力は、安倍政権の

暴走を許さない力のうねりに転化し、広がりを見せている。違憲であるこの法案の廃止を

目指し、あらゆる手法を講じ発動させない闘いに立ち上がらなければならない。安倍政権

は法案可決により、自衛隊を戦地に送り込み戦争に加担し、さらには最大の目的である憲

法改悪に突き進もうとすることは明白である。私たちは、戦争に加担することも、憲法を

改悪することも絶対に認めない。 

国労東京地方本部執行委員会は、戦後７０年の歩みを否定し、日本の将来を揺るがす

この暴挙に対して断固抗議し、安倍政権の打倒を目指すものである。 

２ ０ １ ５ 年 9 月 １ 9 日 

国鉄労働組合東京地方本部 

執 行 委 員 会  


